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問題・課題

成　　果

• 通信遅延、端末のスペック不足などICT環境の抜本的な見直しが急務
• 学校運営にかかるデータが連携できておらず、教職員の負荷が高まっていた
• 個別最適な学びを実現するための安全・安心な環境の整備が必要

• 通信回線の更新、ネットワーク環境の拡充により学びを止めることがない環境を整備
• 学習系と校務系のシステムを連携し、各データを一元化。 子ども一人ひとりに応じた指導・
   支援ができる環境を整備

● ICT環境更新後のネットワーク構成図

ICT環境の更新による教育DXの推進事例

我孫子市教育委員会様

• 各校に「アクティブラーニング教室」を新設し、子どもたちの主体性や創造性などを養う機
   会を創出

確かな学力の育成に向けてICT環境を整備
データ利活用で学校運営の高度化・効率化も図る

〈事例のポイント〉
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※クラウド上に構築したファイアウォールを用いて、 社内外のネットワーク通信を一元的に監視・制御する仕組み
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　我孫子市教育委員会様では、ICT環境の整備に向
けて既存ネットワーク環境の調査を実施。同時に、
各ベンダーとの情報交換も進めました。NECフィー
ルディングは、来るプロポーザルに向けて学校現
場や関係者の訪問を重ね、信頼関係構築と情報収
集に努めてきました。
　そうした姿勢に対して塚田氏は、「こまめにコミュ
ニケーションを取ってくれたおかげで、大きな安
心感がありました。チームワークもとてもよく、
全員が一丸となって向き合っている姿が印象に残っ

ています。端末やシステムが変わったとしても、きっ
と大丈夫だろうと感じられました」と振り返ります。
　そうした事前準備によって見えた課題やニーズ
を基に、NECフィールディングでは、①次世代の
校務に対応したICT環境の整備②教育データの利
活用③確かな学力の育成に向けたICT環境の整備
④多様な他者と共に問題発見や解決に挑む資質・
能力の育成の4点を方針に掲げ、具体的な提案活動
に臨みました。
　提案段階では、実際の授業を想定したICT活用の

提案とデモンストレーションを実施。ICT環境の刷
新によるメリットや、刷新後の運用イメージなど
を具体的に想像できるような活動を続けました。

その提案活動に対して、中村氏は「どんなことに
対しても、想像を超えてくるような提案がなされ
たという印象です。我々が要望したことだけをや
るというのではなくて、その一歩先まで踏み込む
ような答えが返ってきました」と感想を述べます。
そのような提案が評価され、NECフィールディン
グがパートナーとして選ばれました。

　第1期GIGAスクール構想によって1人1台の端
末が配布されてから5年が経過し、教育現場では
通信遅延や端末のスペック不足などの問題が顕在
化しています。そこで2024年度からは第2期
GIGAスクール構想が始動し、ICT環境の刷新な
どが各地で進められています。
　我孫子市教育委員会様も、学習の多様化や教育
活動の高度化などが進むにつれ、ICT環境の抜本
的な改善が必要だと感じていました。2021年度
から運用しているICT環境について、教育総務部

指導課の中村昌博氏は、「最近はインターネットの
速度が遅い、端末の動作が重い、といった声が各
校から寄せられていました」と明かします。教育
総務部指導課の塚田悠平氏は、「通信速度が遅い
と、紙ベースの方が授業も仕事も進めやすいと認
識される恐れがありました。それではデジタル化
した意味がなくなってしまいます」と指摘します。
　そこで我孫子市教育委員会様は、2025年度の
施策として「第2次教育ICT業務委託」を打ち立て
ました。学力向上や個別最適な学びの実現、子ど

もたちの主体性や創造性などを育む環境づくりに
向けて、市内小中学校のICT環境の大幅刷新を行
うことになったのです。
　学校現場には、他にも教職員の働き方改革への
対応、情報セキュリティ対策、学校運営コストの
最適化などの課題もありました。それらの解決に
向けて、本施策では学習系・校務系システムの連
携や、各校にあるパソコン教室の有効活用なども
掲げられました。

　NECフィールディングは、ICT環境整備の具体
策として、①子どもたちと教職員のそれぞれのニー
ズに合った端末への入れ替え②学習系・校務系シ
ステムの刷新とデータ連携③通信回線の品質向上
とWi-Fi環境の拡充④アクティブラーニング教室

（子供たちの主体的・対話的で深い学びを実現す
る空間）の新設の4点に取り組みました。
　特に学習系・校務系システムに関しては、デー
タの自動連携によって学習状況や生活の様子など
が一元化され、学習指導の拡充や個別最適な学び
の実現に寄与しています。端末に関しては、キー
ボードとディスプレーが分割できるものを導入。
小学校低学年でも操作しやすいコンパクトなタイ
プを選びました。
　大きな課題の一つだった通信環境は、回線事業
者の切り替えとアクセスポイントの増設などによ
り大幅に改善。校務系環境を仮想化し、安全性と

利便性も向上しました。1台の端末で学習系と校
務系のシステムにアクセスできるため、教職員の負
荷軽減にもつながっています。また、パソコン教室
を改装して作ったアクティブラーニング教室は、
授業や委員会、クラブ活動に加えて教職員の会議
や研修など、幅広いシーンで活用されています。
　これだけの大規模な刷新がなされたため、運用
開始当初は教育現場から戸惑いの声が寄せられて
いたそうです。しかし、中村氏は「3学期に入り、
だいぶ慣れてきたという印象です。今はまだ基本
的なことが中心ですが、今後は我々指導課が旗振
り役となり、さらに活用を推進していきます」と語
ります。また、2025年11月には、指導課と教職
員で構成されるプロジェクトチームが発足。各シ
ステムの活用方法を模索し、各校に発信していく
構えです。
　塚田氏は「今後も学校のICT化は続いていきま

す。教育の質をさらに向上させるために、NEC
フィールディングには引き続き伴走してもらいた
いと考えています」と、大きな期待を寄せています。
その期待に応えるべく、NECフィールディング
では今後もさまざまなサポートを続けていきます。

≲導入の成果≳  次世代の教育DXを推進するための土台を整備

≲選択のポイント≳  現場に寄り添った具体的な提案に高い評価が集まる

≲導入の背景や課題≳ 次世代の教育・校務に対応したICT環境の整備が必須

アクティブラーニング教室での授業風景




